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坂
口
安
吾
と
「
蒲
田
の
家
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
倉 

太
郎 

  

作
家
・
坂
口
安
吾
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
か
ら
約
二
〇
年

間
、
矢
口
の
家
で
過
ご
し
た
。
こ
の
家
に
つ
い
て
、
文
学
史
的
に
は

坂
口
安
吾
の
「
蒲
田
の
家
」
と
い
う
。 

 

昭
和
初
期
の
矢
口
は
、
蒲
田
区
の
は
ず
れ
、
多
摩
川
に
近
く
、
田

畑
が
広
が
り
、
東
京
の
人
々
に
と
っ
て
の
別
荘
地
帯
で
あ
り
、
ま
た

小
さ
な
工
場
が
点
在
す
る
田
園
地
帯
だ
っ
た
。
ま
た
隣
の
地
区
に
な

る
が
、
新
田
に
は
三
業
地
が
あ
っ
た
。 

 

坂
口
家
の
家
と
し
て
こ
の
場
所
に
ず
っ
と
こ
の
家
は
あ
っ
た
。
安

吾
は
し
か
し
、
こ
の
「
蒲
田
の
家
」
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
大
森
や
堤
方
町
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
み
た
り
、
本
郷
菊

坂
富
士
ホ
テ
ル
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
り
、
は
た
ま
た
京
都
、
取
手
、

小
田
原
、
伊
東
・
・
・
・
・
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
滞
在
し
、
住
ん

で
い
た
。
ま
さ
に
根
無
し
草
、
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の
安
吾
な

の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
も
こ
の
蒲
田
の
家
で
安
吾
は
作
家
と
し
て
最
初
の
キ
ャ

リ
ア
を
踏
み
出
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
昭
和
五
年
三
月
に
東
洋

大
学
印
度
哲
学
倫
理
学
科
を
卒
業
し
、
五
月
に
蒲
田
の
家
に
引
っ
越

し
た
。
翌
昭
和
六
年
に
『
風
博
士
』
を
発
表
し
、
新
進
フ
ァ
ル
ス
作

家
と
し
て
文
壇
に
登
場
す
る
。 

 

〝
フ
ァ
ル
ス
〟
っ
て
？ 

安
吾
曰
く
「
フ
ァ
ル
ス
と
は
、
否
定
を

も
肯
定
し
、
肯
定
を
も
肯
定
し
、
さ
ら
に
肯
定
し
、
結
局
人
間
に
関

す
る
限
り
の
全
て
を
永
遠
に
永
劫
に
永
久
に
肯
定
肯
定
肯
定
し
て

止
む
ま
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（『
フ
ァ
ル
ス
に
就
い
て
』
昭
和
七

年
）
と
。 

喜
劇
や
悲
劇
と
同
じ
よ
う
に
表
現
の
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
フ
ァ
ル
ス
（
道
化
）
が
あ
る
。 

 

そ
ん
な
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
安
吾
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
安
吾

は
実
に
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
最
も
大
事
な
友
人
の
長

嶋
萃
を
病
気
で
失
い
（
昭
和
九
年
）、
よ
き
理
解
者
だ
っ
た
牧
野
信

一
が
自
殺
し
（
同
一
一
年
）、
四
年
間
交
際
し
て
い
た
矢
田
津
世
子

と
別
れ
る
（
同
一
一
年
）。
そ
れ
で
も
安
吾
は
書
く
こ
と
と
吞
む
こ

と
だ
け
は
や
め
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
時
代
は
戦
争
へ
と
突
き
進
み
、
安
吾
は
こ
の
蒲
田
の
家
で

昭
和
二
〇
年
四
月
一
五
日
の
城
南
空
襲
を
む
か
え
撃
ち
、
立
派
に
こ

の
家
を
守
っ
た
。 

 

『
堕
落
論
』『
白
痴
』『
不
連
続
殺
人
事
件
』
な
ど
、
安
吾
を
し
て

一
躍
時
代
の
寵
児
た
ら
し
め
た
諸
作
品
は
、
こ
の
蒲
田
の
家
で
生
ま

れ
た
。
そ
し
て
梶
三
千
代
と
結
婚
し
て
、
新
婚
生
活
を
営
ん
だ
の
も

こ
の
蒲
田
の
家
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
す
べ
て
戦
後
、
昭
和
二

一
年
（
一
九
四
六
年
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

安
吾
が
棲
ん
だ
「
蒲
田
の
家
」。
現
在
は
、
残
念
な
が
ら
当
時
の

面
影
す
ら
な
い
殺
風
景
な
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。 
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